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平成 1 2 年度東海・北陸地区 国立学校等技術専門職員研修
機械コ}ス (7 月 2 5 日 '"'"'28 日)を受講して
第 1 技術室 河野信夫、町原秀夫
機械コースは 3 2 名が受講し、富山大学キャンパス(初日のみ金沢大学の工学部)において開催
された。初日の開校式や一般講義は金沢大学で開催された電気電子コースとの合同受講となった。
(日程表は次項を参照)
初日の学術関係予算、人事行政に関する講義は文部省の担当官が講義をおこなったが、技術職員
として興味をひいたのは学術国際局の担当官の話で、あった。これはどのような分野に、どのような
体制で、予算規模はといった具体的な数字をあげての講義はたいへん分かりやすかった。
2 日目は材料力学、自動化技術、安全'性について富山大学の教官による講義を受けた。工学系の
教官というと複雑な数式をだして講義するのかと，思ったが、概念を理解することに重点をおいた内
容だ、った。大半がOHP を使っていたが、配布されたテキストは簡単なレジメであったため、講義
資料としてもう少し工夫してほしかった。また、講義の後に質問の時聞がなく、これも今後改善し
てほしい点である。実習コースは 4 班に別れたため各々の報告と感想を以下に列記する。
画像解析と変形測定 機械システム技術班河野信夫
1.セラミックスの内部組織の画像処理解析
セラミックスの特性はその結晶粒、結晶粒界及び内部空洞と密接に関係している。実験で、はコン
ヒ。ュータ画像処理によってジルコニアセラミックスの内部空洞の面積・面積率及び等価円直径を測
定し、強度との関連を求めた。受講者 8 名がそれぞ、れ異なった試料を測定して 3 点曲げ強度との関
係を整理したが、いずれも比較的良好な相闘が得られた。
2. スペックル干渉による変形測定
レーザ光によるスペックルで、干渉縞を作り、それを解析することにより物体の変形量を求めるこ
とができる。実験では実時間一 TVスペックル法による穴あきゴムの圧縮変形、参照法による面外
変形及び二束光法による面内変形を測定した。 2 人がベアになって実験を行い、その結果はコンピ
ュータで処理した。実験は装置が準備されており簡単なもので、あったが、結果の処理には不明な点
もありあまり理解できなかった。
薄板の 3 次元加工 試作技術班町原秀夫
薄板の加工技術では低融点合金を用いた 3 次元加工をおこなった。実験装置の製作などでしばし
ば薄板形状部品の製作が必要になる。しかし薄板は切削機械への固定が困難で、固定の仕方によっ
て素材が変形する。また、切削力によっても変形するため、素材を低融点合金でパックアップして
加工した。実習ではビスマスをベースとした融点 70 度C。のUアロイを用いて素材を切削用冶具
に固定し、プログラム制御されたマシニングセンタで 3 次元加工をおこなった。 Uアロイは熱湯で
容易に融解し、比較的安全であるとともに繰り返し使用が可能で、加工精度の高い切削機械を使え
ば数十ミクロン板厚の加工ができるとの説明を受けた。
実習では旋盤への固定が困難な薄肉のポンプの羽根の切削と、 10mm 厚のアルミ板を用いてハニ
カム構造に加工した。所定の切削が終了すると冶具ごと熱湯に浸水させてUアロイを溶解除去し部
品を取り出す。加工工程の詳細はテキストがあるので、興味がある方は町原まで連絡をどうぞ。
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